
7/2　三里松原防風保安林保全対策協議会が町長を訪問

地道な保全活動に高い評価
　三里松原防風保安林保全対策協議会が、令和６年度緑化功労者農
林水産大臣賞を受賞されました。おめでとうございます。この賞は、
全国で３団体しか受賞できない栄誉ある賞です。
　三里松原には、強風や塩害から農地や家屋を守る役割があります。
同協議会は、三里松原を守るため、長年にわたり松葉かきや松の植
栽、監視活動など、地道な活動を続けてきました。こうした功績が
認められ、第 75回全国植樹祭で表彰されました。平井政秀会長は、
「受賞を励みに、引き続き三里松原保全に努めます」と話しました。

６/29　内浦校区コミュニティ　チャリティーコンサート

被災地へエールを
　西部公民館で催され、子どもから大人まで85人が集まりました。
波津駐在所の蔵本巡査長を講師に迎え、交通ルールや詐欺被害に
ついて話を聞いた後は、おやじバンド「ラフバック」の演奏とお楽し
み抽選会で盛り上がり、参加者は楽しいひとときを過ごしました。
　会場に設置された募金箱には、3万880 円の寄付が集まり、日
本赤十字社を通じて能登半島の被災地へ届けられました。 写真提供：内浦校区コミュニティ

　今年度から、はるおかスイミングスクール岡垣校で行われている町
内全ての小・中学校の水泳授業。７月から着衣水泳の授業も始まり、
子どもたちは、体操服と靴下を身に着けたままプールに入り、水中での
動きにくさを体感しました。その後、万が一水の事故に遭ったときは、「浮
いて待つ」ことが大切だと学び、空のペットボトルで体を浮かせる体験
をしました。着衣水泳の授業は、小学校高学年と中学２年生が学びます。

着衣水泳で“もしも”に備える
7/1　着衣水泳の授業実施

６/12　こども食堂に食料品を寄贈

未来を育む食の支援
　遠賀信用金庫は地域貢献や SDGsの取り組みの一環で、近隣市
町のこども食堂16カ所に、フードドライブで集めた食料品やお米
460キログラムを寄贈しました。岡垣町では「こころ食堂」「ふれあ
い食堂」「カメレオンのしっぽ」の３団体が寄贈を受けました。
　遠賀信用金庫の岡部理事長は「令和３年度に始めた当初は４カ所
への寄贈だったが、５回目となる今回は16カ所に広がった。こども
食堂は、年々認知度が上がり、子どもたちのためだけでなく、地域
コミュニティーの場としても重要な役割を果たしている。これからも
全力で支援していく」と話しました。
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6/20　松永稿さんが百寿　祝い状贈呈式

100歳おめでとうございます
　松永稿さんが満100歳の誕生日を迎えられました。おめでとうございます。
　松永さんは８人兄妹の長男で、かつては中国での戦争を経験されたそうです。
趣味は油絵や組子細工とのことで、家の中には今までの作品がたくさん飾られて
いました。町からは敬老祝金とお祝状、社会福祉協議会からは花束が贈られました。

６/30　内浦小学校3年生が JR 海老津駅にひまわりを贈呈

ひまわりに込めた思いやりの心
　内浦小学校の3年生が育てたひまわりをＪＲ海老津駅に贈る「人権の花」運動
の贈呈式が行われました。この取り組みは、岡垣町人権教育推進協議会の活動
の一環で行われています。子どもたちは、命の大切さや思いやりの心を込めて
育てた花を、多くの人の目に触れる駅に届けました。当日は、水嶋折尾駅長や
藤岡副駅長も出席し、児童たちの温かな思いを受け止めました。

6/27　原田依江さんが百寿　祝い状贈呈式

100歳おめでとうございます
　原田依江さんが満１００歳の誕生日を迎えられました。おめでとうございます。
　毎朝、家の周りを歩いて体を動かしているという原田さん。趣味を伺うと、
踊りや生け花とのことで、新型コロナウイルス感染症が流行する前までは、
いこいの里で行われている踊りの教室などにも通っていたそうです。町からは
敬老祝金とお祝状、社会福祉協議会からは花束が贈られました。

６/22　戸切校区コミュニティ　グラウンドゴルフ大会

ナイスショット！笑顔でプレー
　健康づくりと交流を目的に、戸切スポーツ広場で催され、39人が参加しました。
　ゲーム中は、参加者同士が笑顔で声をかけ合い、励まし合いながら全力プレー。
終了後には、表彰式とお楽しみ抽選会も行われ、最後まで笑顔の絶えない大会とな
りました。 写真提供：戸切校区コミュニティ

6/17・22・25　ウミガメの上陸を確認しました

ウミガメ上陸！
　6月中旬から下旬にかけて、岡垣町の汐入川右岸から約千メートル付近の砂
浜で、3回にわたりウミガメの上陸が確認されました。
　ボランティア団体「岡垣ウミガメ倶楽部」の皆さんが、産卵の有無を調べま
したが卵は発見されず、今回は上陸のみとなりました。
　ラブアース・クリーンアップなどの清掃活動によって、海岸が
きれいに保たれていることが、ウミガメが上陸する理由の一つだ
と考えられます。これからも、ウミガメが安心して帰ってこられ
るよう、きれいな海岸を守っていきましょう。

▲産卵の有無を確認する岡垣ウミガメ倶
楽部の皆さん
◀ウミガメの足跡
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